
様式第１号
一般競争入札参加資格確認申請書

令和８年　　月　　日

　茨城県知事　大井川　和彦　殿

（原子力安全対策課扱い）
　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(所在地,　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称

　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　令和８年１０月１６日付けで公告のあった下記の物品調達に係る一般競争入札に参加したいので、入札に参加する資格等の確認について、確認資料を添えて申請します。

　なお、申請書及び添付書類の内容については、事実と相違ないことを誓約します。

記

　１　入札公告のあった調達物品名

　　　風向風速計一式（気象変換器あり）
　

　２　物品調達等競争入札参加有資格者登録番号　　№

　３　添付書類
　（１）入札物品の仕様書
　（２）購入物品に係る迅速なアフターサービス・メンテナンスの体制が整備されていることを証明する書類
様式第２号
入 札 物 品の 仕 様 書
	
	
	入札公告又は入札説明書等で指定する調達物品の仕様
	
	
	入札物品（納入しようとする物品）の仕様
	


	物品名
	風向風速計一式（気象変換器あり）


	機　種
	１　参考機種
(1)風向風速計発信器（風車型風速計）
ANEOS株式会社
WS-BN6H（フランジ付、ヒータ付）
(2)気象変換器
ANEOS株式会社
CK-4700


	

	仕様等
	2　共通仕様

(1) 構造条件

各機器類は、堅牢にして長期間の使用に耐え得る構造であり、特に必要と認めるもののほかは、次の条件を満足するものとする。

1 既設の計器架を再利用するものとし、内部への各ユニット実装は、原則としてプラグインユニット方式の小型実装とし、保守が容易に行えること。
2 屋外に設置する発信器等は、塩害に耐え得る構造であるとともに、保守点検が容易に行えること。

3 プリント基板は、原則としてガラスエポキシ樹脂材を使用すること。また、屋外に設置する発信器内部基板は、フロロコート等で結露による障害を予防すること。

4 保守点検に必要な測定端子、メーター、ランプ等を適当な位置に設けること。

5 機器類間の接続及び電源端子は、原則として本体下部に設け、感電等、人体に危険を及ぼさないように配慮すること。

6 機器類の塗装は、メラミン樹脂焼付とすること。

7 プリント基板、コネクタ部を含めて主要な部分は、金メッキ又はこれと同等以上のものとすること。

8 気象庁検定品（感部検定品以外）については、現地校正が各ユニット単位にて容易に行える構造であること。

(2) 使用条件

次の条件で安定して，正常に動作するものとする。

1 電源電圧変動
単相AC100V±10％以内

2 電源周波数変動
50Hz±10％以内

(3) 電気的条件

1 切替部、回転部及び接触部は、多回転の繰り返し動作において、電気的性能が低下せず、また電気雑音が極力抑えられること。

2 電気回路には、保護装置、保護回路を設けること。

3 装置の絶縁抵抗は、半導体、コンデンサ、分岐抵抗を除き、電源入力回路にて測定し、次のとおりとすること。

(1) 回路電圧
DC250V以下

(2) 絶縁抵抗
DC500Vメガーで10MΩ以上

(3) 耐圧

AC1000Vで1分間以上

(4) 電源電圧
±10％の範囲で変化しても、安定に動作すること。

(5) 耐雷対策
必要な措置を講じること。

(6) 電源容量
各装置に対して、十分な電源を確保すること。

(4) 機械的条件

1 切替部、回転部及び接触部は、動作性が良好で、機械的な強度が堅固なものを使用すること。

2 ビス、ナット等の締付は十分であり、回転体による調整部等は十分に固定し、ロック可能とすること。

3 機器類は、輸送中の振動に対して機械的に異常がなく、電気的に性能を低下しないようにすること。

4 機器類は、適正な据付をし、調整も併せて行うこと。

(5) 配線及び接続

1 配線材料は、JIS規格又はこれと同等以上のものを使用すること。

2 配線は、可能な限りプリント配線とすること。

3 配線色は、原則としてJIS-C-6003（9色）とすること。

4 筐体配線は、束線し、保守点検を容易にすること。

5 屋内設置機器類間の配線は、すべて耐久、耐油、耐水、耐火性及び外部ノイズを受けにくいシールドケーブル、又はこれと同等以上のものを使用し、床設置部は、固定カバーにより保護を行うこと。

6 屋外設置機器類の配線は、すべて耐久、耐油、耐水、耐火性及び外部ノイズを受けにくい屋外配線用シールドケーブル、又はこれと同等以上のものを使用すること。また、原則として、外部配線は、全て鋼製電線管（溶融亜鉛メッキ）、ビニル被覆金属可とう電線管などによる保護を行うこと。

(6) 既設機器との接続
既設のグラフィックレコーダを再利用すること。なお、作業に当たっては、他の機器類を破損、損傷させぬよう十分な養生の上、作業を実施すること。
(7) 屋外機器類の設置

風向風速計は、原則として既設の位置・高さに従い設置すること。
ただし、設置環境の条件（周辺建屋・樹木等）が変化し、観測に支障を来す恐れがある場合は、県と協議の上、適切な位置に設置すること。

(8) 銘板表示等

各装置には、次の表示を行うこと。

1 品名、型式、製造番号、製造会社、製造年月等の表示

2 入力端子、調整箇所、ユニット盤部品には、完成図等と対象判別可能な標識の表示

3 取扱上特に注意を要する箇所についてはその旨の表示

(9) 信頼性

整備機器類は、法定耐用年数の期間において、著しい改造を要することなくその性能を保てること。また、その部品は、すべて良質なものを使用すること。

(10) 耐雷対策

各機器類には必要と認められる耐雷対策を実施すること。

(11) 耐震対策
1 地震等による機器の転倒・破損の被害を最小限に抑制するため、「建築設備耐震設計・施工指針（2014年版）」に定める耐震クラスSを満たす方法により施工すること。
2 重量が1kN（約100kg）以下の機器については、製造者の指定する方法で確実に固定し、その重量と固定状況を報告すること。この方法により固定できない場合は耐震計算書により「建築設備耐震設計・施工指針（2014年度版）」に定める耐震クラスSを満たすこと示すこと。
3 機器の据付作業は、耐震計算書等に関して県の承認を得た上で着手すること。
4 据付後の耐震対策の確認のため、据付後に目視で確認できない内容については、写真等の根拠資料を提出すること。
5 検収後、上記に基づく据付に不備が発覚した場合、受注者は無償で耐震計算の再設計や据付の改善を行うこと。
(12) 常時監視システムとの整合

測定局と中央監視局で伝送試験を行い、常時監視システムとの整合を図ること。

３　規格等

主要機器類の仕様は、次のとおりとする。

なお、仕様に関して疑義が生じた場合は、別途、県と協議の上、決定するものとする。

3-1　風向風速計発信器（風車型風速計）

(1) 基本仕様

1 原理・構造
プロペラと尾翼一体の飛行機型であること。
2 防氷装置
自動制御方式、ヒータは約5℃以下で“ON”（約70W）
(2) 使用条件

1 温度
－20℃～＋60℃
2 湿度
0～100％RH

(3) 検出方式


1 風向
磁気検出器による直交座標（X、Y成分）検出方式

2 風速
磁気のホールIC検出方式

3 動作確認機能
インジケータ方式により外観から動作状況の目視確認が可能なこと。
(4) 規格

1 起動風速
0.4m/s以下

2 耐風速

90m/s以上

3 風向精度
±3°以内

4 風速精度
±0.3m/s以内（10m/s以下のとき）

±3％以内（10m/sを超えるとき）

5 出力信号
ITU-T　V.21オリジネートモード出力
300bps非同期FSK通信方式

6 出力データ
瞬間風向風速、平均風向風速（2分、10分の移動平均）
送信周期：約0.25秒毎

(5) 測定範囲

1 風向
全方位（0～540°）

2 風速
0.4～20m/s

(6) 検定

気象庁検定受検（感部検定）済みであること。
(7) 主要材質

スタンド（発信器設置取付部）は、アルミニウム鋳物とする。
(8) 電源

AC100V±10％　50Hz±10％

消費電力：70W程度（ヒータ電源）
(9) その他

保守点検用のPCに接続し、出力データの確認ができること。
3-2　気象変換器（風向風速計、感雨雪計を1台に接続）

(1) 基本仕様

気象計発信器からデータを収集し、既設テレメータ子局に対し、同時に出力が可能なこと。また、ディスプレイ画面にて測定データの確認や前面スイッチで調整中の設定が出来ること。

(2) 要素

風向、風速、雨量、感雨雪

(3) 入力信号

1 風向・風速
モデム入力

2 雨量
接点パルス入力（0.5mm/1パルス）
3 感雨雪

接点入力

(4) 出力信号

1 風向・風速

(1) 瞬間風向，瞬間風速，平均風向，平均風速
0～1VDC（グラフィックレコーダ出力）

(2) 平均風向，平均風速
0～1VDC（テレメータ出力）

(3) 瞬間風向風速（0.25/sec）
ITU-T　V.21　オリジネートモード出力

(4) 平均風向風速（360/sec）
ITU-T　V.21　オリジネートモード出力

2 雨量
　0～100mm（フルスケールリセット）において0～1VDC（グラフィックレコーダ出力）
　0.5mm/1P（2系統）（テレメータ出力）

3 感雨雪
　接点出力（感雨雪有り時DC0.9V，感雨雪無し時DC1V）
※　ただし、常時監視システム仕様により、60秒以内の感雨雪有りの信号は、1パルスで出力すること。また、60秒を超えるメーク接点が発生しないよう、約60秒ごとに強制リセットを行うこと（例：ON＝58秒→OFF＝2秒→ON＝58秒→OFF＝2秒・・・）。

4 その他の出力（SV信号出力）

(1) 電源断
　電源断時に無電圧メーク接点
(2) 調整中
　調整中時に無電圧メーク接点（外部接点入力により調整中の解除ができること）
(5) 変換方式

1 共通仕様
接点信号はリレー回路に入力し、接点出力と電気的に分離すること。
2 風向・風速
直流絶縁方式、600Ωライントランス方式、CPUによる演算処理方式、バッファアンプ方式

3 雨量
ICカウンターによる積算後、D/A変換方式
4 感雨雪

接点信号はリレー回路に入力し、入出力を電気的に分離して接点出力すること。感雨雪有り時は、リセット回路機能で断続的なメーク接点を出力すること。
(6) 使用条件

1 温度
－10～＋50℃
2 湿度
30～90％RH

(7) 電源

AC100V±10％　50Hz±10％

消費電力：30VA程度

(8) 取付方法

既設テレメータ子局装置筐体に取付

(9) 重量

15kg程度

(10) その他

内部の各ユニット実装は、原則としてプラグインユニット方式の小型実装とし、保守点検が容易に行えること。
４　予備品・付属品等

SDカード（16GB）
６枚


	


※　指定する調達物品の仕様と納入しようとする物品の仕様は、対比させ記入すること。
※　仕様、その他について参考となる資料（カタログ及び図面等）を添付すること
アフターサービス・メンテナンス体制証明書
令和　　年　　月　　日
　　　茨城県知事　大井川　和彦　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所　 在 　地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商号又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　令和８年１０月１６日付けで公告に示された調達物品については、下記のとおり迅速なアフターサービス・メンテナンスの体制が整備されていることを証明いたします。
記
	


　　※　部門ごとに所在地、電話番号を記入すること

